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勁蒻 輻 礫 鰊

電気電子工学はどういうところで応用されているの ?

エレクトロニクスの粋を集
めた身近なものと言えば携
帯電話が上げられます。
芸術的と言えるようなさま

ざまな技術が使われ,今な
お進化を止めません。

電気電子工学科のカリキュラムは ?

実験や研究の特徴は ?

電気電子工学の成果の中には ,

私たちが知らない間に生活を支え

てくれるものもあります。

例えばエコロジーの例を上げてみ

ますと,自 動車の「ハイブリッド」技

術は燃費向上に大きく役立ってい

ますし,エアコンや冷蔵庫の効率は

大きく改善されています。

低学年から高学年まで,少人数の実
験で繰り返し学習し,技術力・独創性・

自主性を伸ばします。

馴

∴
電気は,一番使いやすいエネル

ギーです。
電気エネルギーをコントロールす

ることは,また,環境問題解決のた
めのキーポイントの一つです。

電気電子技術は,上の例を始めとする様々な場所から必要とされて
います。本学科ではそれに応えることができるプ回のエンジエアを育て

るため,「電磁気学」など基礎科目をしつかりと固めた上で,バランスよく
応用科目を学びます。また,下に示すように,カリキュラムの中には実
験実習が効果的に組み合わせられています。

菫轟鐘

鸞 初めて作つ

たラジオの

感度良好 !

(1年生,導入教育 )

賣 手づくリス

ピーカが完成。
いい音聞こえた I

(2年生,創造実験 )

■二11■
‐ ‐

||‐4ま |

贅 分かつた I

ここが回路の

ポイントだつ。
(3年生,工学実験 )

嵩 動いたつ。設計通りの

特1生だ !エンジエア魂

でトラブル乗り越えた。

(4年生 ,PBL)

☆ 卒業研究は最後
の総仕上げ。これ
が成果ですつ I

(5年生,卒業研究)

平成19年度入学者
からは,卒業時に電

気主任技術者にな

ための資格が得られ

る認定校です

学生実験 贅 倉1造性育成型学生実験 餐 卒業研究 ★

実施 1～ 5年生の毎週一度の午後 5年生のほぼ毎日午後

概要

4人程度のグループ
で,毎週スタッフの下で

テーマに取組み,レ

ポートで報告。

同じテーマにlヶ月以上取組

み,問題点は学生の自由な

発想で解決。1,2,4年 と繰

り返し実施。

学生ごとのテーマに1年間

かけて取組み ,学年末に

発表し,卒業論文を提出。

効果

多彩な「技術力」を身に
つける。

「独創性」口「自主性」
の向上。

総合的研究能力の向上。
「技術力」口「独創性」・「自
主性」のいずれも伸ばす。

グループワークによる課題の解決方法を学ぶ



鰺仄謬睫讀鱚笙覺辣辣笙霰憮輻欅瘍鼈鶉め

私が「電気」に興味を持つたのは、電気工

事の仕事をしている父の姿を見たときから。

専門知識を身に付けたくて、高専を選択し

た。

高専では、数学・物理・化学といつた基礎

知識から電気・電子に関する専門知識、さ

らには情報処理・機械工学など幅広い知

識を習得することができた。また、様々な

実習や実験、卒業研究を通して技術力、創

造力が形成された。おかげで、将来の選択

肢は広かつた。

私は、大学に進学後、就職する道を選んだ。

大学では電子工学科を専攻。ここでは特

別講義を受講して「高等

学校教諭一種免許」を

取得した。入社後は、薄

膜形成などのデバイス

分野やプリンタなどの情

報機器分野の仕事に携

わり、途中3年程の育児

期間を経て、現在は製

品事故解析、材料分析、

研究開発サポートなど

の業務に就いている。様々な分析機器を

使つて、形態観察や構造解析、元素分析

などを行なうのが主な仕事。私がいろいろ

な道を進んで来れたのも、高専で過ごした
5年間が根底にあるからだと思う。

電気電子技術は世の中を支える必要不可

欠要素の一つ。ユビキタス社会の到来や

環境・エネルギー危機の回避など、これか

らもっと活躍できる分野と感じる。この分野
の基礎技術を短期間で集中して習得でき

るのが高専の電気電子工学科の利点。
きつかけは何でもいい。ちょっとでも興味が

あったらぜひ電気電子工学科の扉を開け
てみて。そこには自分の可能性が眠つてい

るかもしれないから。

東芝テック 南恩美 (25期卒業)

私は、高専の電気電子工学科に

合格し、入学するまで、授業につい

ていけるのか、自分はこの学科で

後悔しないだろうかと不安でした。

でも入学して、授業でわからなかつ

たことは、寮
で上級生や

同級生に教

えてもらうこ

とができ、直

流回路・工学

実験の授業

で回路のこと

を学び「おもし

ろい」、「もっと

知りたい」と思
いました。勉強は大変だけど、毎日

が楽しく、この学科にしてよかつたと、

今では思つています。
1年生(48期生)1年川口倫慶

(御前崎市・牧之原市学校組合立

御前崎中学校 出身)

中学生の皆さん、こんにちは。私は1978年に

電気工学科を卒業し現在の会社に入社して約30
年間、電気による制御システムの設計に携わつて

きました。

水の制御、ガスの制御、温度の制御、焼却の制

御、最近では風力、太陽光発電の制御など。制

御する機器は、ホ
・
ンプ、コンヘ

｀
ア、ハリレブ、エンシ

｀
ンなど

の機械器具ですが、いずれも“電気"で制御してそ
の目的を果たしています。例えば蛇口をひねると
必ずある一定の水圧で水が供給される仕組みに
なっていますが、これも水の送り出し側の配水ホ

゜
ン

ブ場で、需要に応じて電気で圧力制御をしている
のです。最近は制御の仕組みもハ

・
ワーエレクトロニクス

の技術の発展でより高度に制御できるようになつ
てきています。私もその製品

を作り出し、現地で稼動させ

てきています。おもしろい仕事
ですよ。高専時代の5年間は、

決して優秀ではなく、どちらか

というと教授にご迷惑かけてば

かりの学生でしたが、【自分で

考えて、実践して、失敗しなが

らも製品を作り出していく】とい

う考えが身についた、とても貴
重な時間でした。高専における“実験を通して確

認しながら学らや'と いう教育の仕組み、15歳から

20歳までの一貫教育が今の私を作つてくれたと

いっても過言ではありません。

現在は高専時代に熱中していたソフトテニスを楽
しむ余裕もでてきました。平日は、“社会インフラ

整備のための物作り"に 、休日は“各種大会への

参加"と充実した毎日を送つております。

皆さん、20歳 までの貴重な5年間を高専で、しか

もインフラを作る電気工学の勉強にぜひチャレンシ
｀
し

てみてください。社会は高専の電気・電子工学科
の卒業生を待つています。

(株 )日 立アイイーシステム

情報制御システム本部長 河合庄二 (12期 卒業 )

私は中学生の頃、今自分が勉強していることが

社会に出た時に本当に役にたつのだろうかと不安

に思つていました。私がこの沼津高専へ入学する
ことを決めたのも、それが一番大きな理由です。社

会に出た時本当に役立つであろう「技術」、それを

早くから習得するためにこの学校を選びました。

そして、五つある学科からこ

の電気電子工学科を選んだ理

由は、電気という広い分野の基

礎を学べると思つたからです。
今日の私たちは電気無しでは

ろくに生きていくこともできませ
ん。私たちの暮らしを支えてい

る電気について学び、その技術
をこれからに生かしていこうと考
えています。
今では数学や英語といつた基

礎科目のほかに、随分と専門

目が増えました。週に一度の実験では様々な理論
や原理を学んだり、レポートを提出したりと忙しい

日々を送つています。しかし苦労したその分、それ
が自分の力になつていることを実感できています。

3年生(46期生)渡邊魁

|.(神奈川県小田原市立城南中学校 出身)

私は電気工学科での授業でプラ
ズマに強い興味を持ち、1989年 に

高専を卒業すると、東北大学に編

入学し、プラズマ・核融合の研究を

行いました。大学院博士後期課程

まで進学し、修了後、核融合科学研

究所の助手を経て、2007年 から九

州大学の准教授として、核融合炉

実現を目指して乱流プラズマのダイ

ナミクスの実験研究を行つています。

九州大学の大学院には高専からの

編入生や専攻科卒業生が多く入学

しています。
研究者になっ

た今、高専時
代を振り返る
と、物理学、工

学の基礎をみ
つちりと鍛えら
れた事が財産
になつていると

感じます。編入

学後に講義で

苦労する事は

ありませんでしたし、電気・電子回

路や応用数学に関する知識は実験

研究を行ううえで非常に強力な武器
になつています。

将来、研究や開発での活躍を目指
している方々、高専で受けた教育は、
通常の高校一大学というコースでは

得難い独自のユニークさへと発展
する可能性があります。皆さんの

チャレンジを期待しています。

九州大学 応用力学研究所

准教授 博士(工学)

稲垣 滋 (第 23期 卒業

私は中学生だったときから電気回路

に興味を持つようになり、電気技術の

先端的な勉強をするために技術が進

歩している日本に留学しました。高専

の勉強は実験を通して技術を身に付

けるような勉強です。実験のレポートを

書くとき理論的に

勉強したものをよ

り良く理解できる

ようになりました。
4年生のとき自分
で回路を作つて物

作りの喜びが分か

りました。学校の先

生たちもクラスメー

トたちもとても親切

で、困っているとき

いつも助けてもらっています。ここで、
二年間勉強と生活を頑張つて来られた

のは皆が支えてくれたおかげです。日

本に留学してきて良かつたと思つてい

ます。
5年生(44期生)ジャハン イスラト

●  (バングラディシュ出身)



最近5年間の就職・進学状況

就 職 先 (専攻科含む)

就職先。年度 Hl( 111 11〔 H19 ―12C 合計「

矢崎総業 1 1 3 1 6

Jヽ 糸製作所 1 1
９

“ 1
民
υ

日本たばこ産業 1 1 1 1 1
民
υ

詞東 自動車 ０
４

０
● 4

東京電力 1 1 1 1 4

IR東海 1 1 1 1 4

NTTファシリティーズ 1 1 1 1 4

中部電力 1 1 1 4

月電ソフトウェア 1
，

″ 1 4

森永製東 2 1 3

リコー 1 1 1 3

ペナソニックITS 1 1 3

自営
９

“ 2

セコム 1 1 2

ペイオニア 1 1 2

王子製紙 ９

″ 2

明電舎 1 1 2

その他 (各 1社 ) 10 8 10 8
Ｏ
υ 49

合 計 18 25 ０
０

，
“ 20 ９

４
９
″ 108

進路の概要

・ 就職、進学各約 5割

・ 就職

o求人数 2009年度約 600社

o幅広い就職先  電気電子系、

公共企業、非電気系

・ 進学 (複数の大学受験可能 )

o高専専攻科

進 学 先

進学先。年度 Hl( H17 Hl[ Hl[ H2( 合訓

沼津高専専攻科 4 4 5
９

″ 5 20

豊橋技術科学大学 3 2 3 ９

“ 3
０
じ

静岡大学 3 2 1 1 7

長岡技術科学大学 3 1
９

】 1 1 8

東京農工大学 1
９

″

０
４ 5

名古屋大学 1 1 2 1 5

筑波大学 1 1 1 3

横浜国立大学 1 1 1 3

千葉大学
９

“ 1
Ｏ
υ

京都大学 1 1 2

東京大学 1 2

山梨大学 1 1 2

冨島大学 1 1

野馬大学 1 1

奇玉大学 1 1

東京海洋大学 1 1

電気通信大学 1

富山大学 1 1

金沢大学 1 1

言州大学 1 1

二重大学 1 1

大阪大学 1 1

伸戸大学 1 1

奈良女子大学 1 1

島根大学 1

岡山大学 1 1

:ミ本大学 1 1

記児島大学 1 1

首都大学東京 1 1
９

“

立命館大学 1 1
９

“

９

″ 6

関西大学 1 1

合 計
９

″ 20 20 ９
０

０
４ 14 98

沼津高専電気電
‐子
=学

科ホ■ムペ■ジ|‐|

|●11//Ⅲ 101ⅢⅢIⅢⅢⅢZⅢす011‐■||

導絡舞||‐ |‐‐|‐ |‐

‐
|‐ ||‐ ||‐ |‐|■‐

|‐‐|‐ |‐

|‐
■学科長1‐望月|‐

‐.TEL.0551926■58151
OE.E.E.2009



最近5年間の就職・進学状況

関東 自動車

東京電力

R東海

NTTファシリティーズ

中部電力

明電ソフトウェア

森永製菓

リコー

自営

セコム

口表紙 (写真下注 )

誤 :柿田りilから見た
正 IF電池から見た富

麟3ページロ(右下 )

誤ツ ンヾグラディシュ
正プ ンヾグラデシュ

臼4ページロ(左下)

誤 l求人数 2oo9島
正 120o9年度入社 l

201o年度入社 1

進 学 先

進学先。年度 一ｉ 111 11〔 肛19 H2( 合計

沼津高専専攻科 4 4 5
９

“ 5 20

豊橋技術科学大学 3 2 3 2 3
つ
０

義岡大学 3 2 1 1 7

固技術科学大学     i3 1 2 1 1 8

正 誤 表

た富士山
彗士山

[

年度約60o社       ―

:|[層厚董嚢食鶏888難   1

９

″

９
４ 5

1
９

“ 1 5

1 1 1
９
０

1 1
９
０

2 1
つ
０

０
４

1 2

1
９
４

1 1

1

1 1

東京海洋大学 1 1

電気通信大学 1 1

富山大学 1 1

金沢大学 1 1

信州大学 1 1

二重大学 1 1

大阪大学 1 1

申戸大学 1 1

祭良女子大学 1

鳥根大学 1 1

司山大学 1 1

,ミ 本大学 1 1

記児島大学 1 1

首都大学東京 1 1
９
４

立命館大学 1 1 2 2 6

調西大学 1 1

合 計
９

“ 20 20 ０
０

，

″ 14 98

沼津高専電気電子|工学科ホ|■ムペ■|ジ |‐

|||||″ⅢⅢIII`,ⅢⅢI´|ltlll,6
連絡先||‐|■■|■

|‐ ■|‐■■‐■|‐ |‐

|‐■|

■学‐科長||‐ 望月●TEL o5519261581‐ 5■‐|

就 職 先 (専攻科含む)

小糸製作所

日本たばこ産業

の他 (各 1社 )

進路の概要

・ 就職、進学各約 5割

・ 就職

o求人数  2009年度約 600社

o幅広い就職先  電気電子系、

公共企業、非電気系

・ 進学 (複数の大学受験可能 )

o高専専攻科

OE.E.E.2009


